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社会福祉法人 成 光 苑
2026
新年号 　　「ききょう」の由来

創業者が愛した京都府福知山市は、冷泉を利用して地元に開放するお風
呂を作り、当法人として老人施設を初めて開設した地。その福知山市の花
である「桔梗」から名づけられました。「ききょう」の花言葉は「変わらぬ愛」

「誠実」「感謝」「気品」。
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〔法　人　理　念〕

〔サ ー ビ ス 目 標〕

〔高齢者施設経営方針〕

〔愛育園経営方針〕

１. 個人の尊厳を旨として、その人にふさわしい最善のサービスの提供に努める。
２. 地域に開かれ、愛され、地域福祉の拠点となる施設経営を目指す。
３. 専門的知識、技術の研鑽に努め、誇れる施設を目指す。

１. オンリーワンとナンバーワンを目指す。
２. オンリーワンとはその施設にしかない特色の創造であり、ナンバーワンとは
　 ご利用者の処遇の満足度を高めるため、常時積極的な取り組みをすることである。

１. 安らぎのある生活と環境を提供し、生きる喜びを創造する。
２. 介護機能の多様化を図り、ご利用者に対し、総合的なサービスの提供をする。
３. 地域の一員として、地域福祉の活性化に貢献し、超高齢社会のセーフティーネット の機能を発揮する。

１. 新しい時代に生きる力の基礎を培う。
２. 女性の社会参加の支援に貢献する。
３. 地域子育て支援を積極的に行い、子どもの成長を喜ぶ社会の実現に寄与する。

〔障がい施設経営方針〕
１. その人らしく健やかにともに暮らし、希望をもって社会参加できる環境を提供する。
２. 地域の中で個々のニーズに合った専門性の高い総合的なサービスを提供する。
３. 地域にあって良かったと誰もが笑顔で過ごせる、信頼される施設運営を目指す。

成光苑
公式ホームページは

こちらから

巻頭言
「働いて、働いて…」の意気込みで政権を担う、女性初の高市総理に切に願う
「力強く走り抜く」とされる“午年の勢い”にならい、介護分野への本格的テコ入れを
「ココリスPLUS（プラス）」4月開設へ！

　「ココリス」は生活介護に特化

「世界は一つ」介護で働く外国人スタッフの声

　高齢者・障がい部門「グローバル人財サポート交流会」

第20回研究発表会 開催へ！（参加費無料）

　京都・大阪・鹿児島から7法人参加

就活生応援メッセージ

　山中颯人さん（認定こども園正雀愛育園）/近藤陽葵さん（ライフ・ステージ 夢咲）

子どもたちの多様性に応えるインクルーシブ保育　障がい児研修　

養成校と福祉現場の連携で育む次世代の介護人材

　せっつ桜苑・松田有里さんが教職員と対談

子育て支援　ページをめくれば、笑顔がポン！　認定こども園きりん愛育園

地域交流　「ありがとう50周年祭」地域とともに　岩戸ホーム
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　ココリス（障がい福祉サービス：生活介護）では11月1日、ご利用者12名とともに、広大な自
然文化園や日本庭園が広がる「万博記念公園（吹田市）」へ遠足に出かけました。
　昼食は、公園内の「日本庭園中央休憩所」で、事前に注文していたお弁当を広げ、ゆったりと
した雰囲気の中で楽しくいただきました。食後は、ちょうど見頃を迎えていたバラ園を散策し、
高さ123メートルを誇る日本一高
い観覧車「レッドホース　オオサカ
ホイール」や、シンボルである「太
陽の塔（＊）」が一望できるスポッ
トで記念撮影も行いました。「また
行きたい！」とのお声も多くいただ
き、今回の遠足が皆さんにとって
大きな楽しみとなりました。

　デイ・サービス 夢咲（障がい福祉サービス：生活介護）では11月27日、障害者週間
（＊）に合わせた啓発活動の一環として、舞鶴市から提供された「のぼり」を、ご利用者と一
緒に敷地内に設置しました。
　同期間中には、標高301メートルの五老ヶ岳山頂に建つ展望タワー（五老スカイタワー）

が、障害者週間の啓発を目的に緑色
にライトアップされました。夢咲の玄関
前からもその光景を眺めることがで
き、「ホントに見えるわー」「キレイな緑
やなー」 と、楽しんでおられました。

　認定こども園一
津屋愛育園の2歳
児クラスと4歳児クラ
ス（計54名）は11月
14日、同園から徒歩
約13分の味生（あじ
ふ）神社へ七五三詣
りに出かけました。
　道中には住宅街や
交通量の多い道路も
あるため、4歳児クラ
スの子どもたちが2歳児クラスの子どもたちと手をつなぎ、お兄
さん・お姉さんとして優しく声をかけながら、慎重に歩く姿が見ら
れました。
　神社では、神主さんのお話に静かに耳を傾け、太鼓や笛の音に
少し緊張しながらも、日本の伝統文化に触れる貴重な機会となり
ました。
　参拝後には、「良い子になる」「神様ありがとう」といった子ども
たちの素直な声も聞かれました。

神様に「ありがとう」を伝えた日
心やさしき七五三詣り

「のぼり」とともに伝える想い
障害者週間の啓発に協力

　サンヒルズ紫豊館
（福知山市）では10月
24日、地域の上豊富保
育園の4・5歳児クラス
35名が来訪し、「笑って
シャーッ！」の歌や「やき
いもグーチーパー」な
どの曲に合わせて、元
気いっぱいのダンスを
披露してくれました。
　「幸せなら手をたた

こう」では、ご利用者と園児が一緒にふれあい、「こどもの笑顔を見
たら元気になるわ～」 といった声も聞かれ、心温まる交流のひととき
となりました。

小さな手と大きな笑顔
上豊富保育園児との交流会

太陽の塔とハイ、チーズ！
万博公園で心もリフレッシュ

（＊）太陽の塔　1970年の大
阪万博のシンボルとして建て
られた、高さ約70メートルの
大きな塔で、芸術家・岡本太郎
さんがデザイン

（＊）障害者週間　毎年12月3日か
ら9日までの1週間。障がいのある
人々に対する理解と関心を深める
ための啓発期間
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総　　合 巻　頭　言

巻 頭 言

理
事
長

　高
岡 

國
士

「
働
い
て
、働
い
て
…
」の
意
気
込
み
で
政
権
を
担
う
、女
性
初
の
高
市
総
理
に
切
に
願
う

「
力
強
く
走
り
抜
く
」
と
さ
れ
る
〝
午
年
の
勢
い〟
に
な
ら
い
、介
護
分
野
へ
の
本
格
的
テ
コ
入
れ
を

※各面の（  ）内日付はいずれも2025年

　
社
会
福
祉
法
人
成
光

苑
で
は
、障
が
い
福
祉
施
設「
コ
コ
リ

ス
P
L
U
S（
プ
ラ
ス
）」（
大
阪
府

摂
津
市
）の
令
和
８（
２
０
２
６
）年

４
月
１
日
の
開
設
を
目
指
し
、着
実

に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
新
た
に
開
設
さ
れ
る「
コ
コ
リ
ス

P
L
U
S
」で
は
、「
コ
コ
リ
ス
」か

ら
児
童
発
達
支
援
、放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、障
が
い
児
相
談
支
援

の
３
事
業
を
独
立
さ
せ
、そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
高
め
ま
す
。定
員

も
こ
れ
ま
で
の
10
名
か
ら
20
名
へ

と
倍
増
し
、よ
り
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
ま

新
年

ご
挨

申

上
げ
ま
す

し

拶

の

を

　高齢者・障がい部門では11月17日、「令和7年度グ
ローバル人財サポート交流会」（会場：せっつ桜苑）を
開催しました。技能実習生や特定技能の外国人スタッ
フ14名、介護福祉士資格を持つ正規雇用スタッフ2名を含む、計31名が参加しました。
　当日は、外国人正規スタッフ2名による「先輩メッセージ」も披露されました。グループホーム
舞夢（舞鶴市）の原田麻里介護主任は、1986年にフィリピンから来日。言葉の壁に悩み、お子さ
んに日本語の絵本を読めなかった経験を振り返りました。地域の支えや、介護講座で出会った
上野由香子施設長（現上司）とのご縁が、介護の道を志すきっかけになったと語ります。
　現在は後輩スタッフの支援にも力を注ぐ原田主任。「日本語を学び続けること」「文化の違い
を理解すること」「仲間と助け合うこと」の大切さを伝え、「世界は一つ。文化は違っても、心はつ
ながっています」と力強く呼びかけ、会場は温かな拍手に包まれました。

　社会福祉法人成光苑では、「第20回研究発表会」を開催い
たします。今回は、成光苑を含む京都・大阪・鹿児島の計7法
人が参加し、高齢者・障がい福祉の現場における実践や研究
成果を発表します。
　各法人の取り組みを共有することで、支援の質の向上と地
域福祉の発展を目指します。節目とな
る第20回は、これまでの歩みを振り返
り、これからの福祉のあり方を考える
機会として、多くの皆さまのご参加を
お待ちしております。

岩戸ホーム

す
。
一
方
、「
コ
コ
リ
ス
」は
生
活
介

護
に
特
化
し
、こ
ち
ら
も
定
員
を

15
名
か
ら
20
名
に
拡
充
い
た
し
ま

す
。

　
成
光
苑
が
初
め
て
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
て
開
設
し
た

「
コ
コ
リ
ス
」（
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
４
月
１
日
）は
、ま
も
な
く
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。こ
の
節
目
を
機

に
、地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
よ
り

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、「
コ
コ

リ
ス
」
と
新
設
の
「
コ
コ
リ
ス

P
L
U
S
」の
２
施
設
が
連
携
し
、

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　岩戸ホームでは10月23日、鳥取県社会福祉施設経営者協議会の依頼
により、加盟する9施設から役職者14名が視察に訪れました。これは、他
地域の優良施設を見学し、経営力の向上や地域貢献のあり方を学ぶ取り
組みの一環です。
　当日は、達脇博人施設長が、高齢化の進行や地域福祉の課題、公共交
通の空白地対策など、安心して暮らせる地域づくりに向けた取り組みを紹
介しました。また、2024年度日本経営品質賞奨励賞を受賞した取り組み
については、原栄子事業部長が「連携がひらく未来」をテーマに、地域・
職員・利用者とのつながりを深めながら、「10年後も地域の人々にとって最

も頼りにされる社会資源を目
指す」という明確なビジョンの
もと、地域との連携を重視し
た経営についてプレゼンテー
ションを行いました。
　視察に参加された皆さまか
らは、「地域との連携がとても
参考になった」「自施設でも取
り入れたい工夫が多くあった」
といった前向きな声が寄せら
れました。

介護現場で輝く
　外国人スタッフの声

世界は一つ

鳥取県より福祉施設関係者14名視察
研究発表会 開催へ！

ココリスPLUSココリスPLUS
３事業３事業 を分離・独立を分離・独立

（プラス）（プラス）4月開設へ！4月開設へ！

京
都
・
大
阪
・
鹿
児
島
か
ら
７
法
人
参
加

第20回

■ 開催概要
令和8年2月18日（水）
10時～17時
吹田市文化会館 メイシアター

（吹田市泉町2丁目29番1号）
社会福祉法人 成光苑
福祉・医療関係者、地域住民、学生、
その他関心のある方
無料（途中入退場自由）

日　時
時　間
会　場

主　催
対　象

参加費

グローバル人財サポート交流会に31名参加

地域に根ざす福祉の未来像を共有

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
社
会
福

祉
法
人
成
光
苑
の
事
業
推
進
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

処
遇
改
善
が
十
分
進
め
ば

福
祉
分
野
へ
の
人
材
回
帰
も

　
本
年
は
午
年
に
あ
た
り
ま
す
。
馬
に
ま
つ
わ
る
言
葉

に
は
、「
勝
ち
馬
に
乗
る
」
や
「
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
く
」

な
ど
、
一
心
に
目
標
へ
向
か
っ
て
突
き
進
む
姿
を
表
す

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
言
葉
の
意
味

合
い
は
変
化
し
ま
す
が
、
馬
は
本
来
、「
走
り
抜
く
」「
力

強
い
」「
勝
利
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
イ
メ
ー

ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
昨
年
、
自
民
党
の
総
裁
選
で
、
高
市
氏
が
女
性
初
の

総
裁
に
選
ば
れ
た
直
後
の
挨
拶
で
、「
馬
車
馬
の
よ
う
に

働
く
」
と
表
現
し
、
続
け
て
、「
働
い
て
、
働
い
て…

」

が
２
０
２
５
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
（
年
間

大
賞
）
に
選
ば
れ
、
政
権
運
営
へ
の
意
気
込
み
を
力
強

く
示
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
政
局
と
し
て

も
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
介
護
分
野
へ
の

本
格
的
な
テ
コ
入
れ
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
い
う
の
も
、
厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
20
年
時
点
で
全
産
業
平
均
と
介

護
職
員
の
賃
金
差
は
約
10
万
円
で
し
た
が
、
令
和
２
年

に
は
約
６
万
円
ま
で
縮
小
し
た
も
の
の
、
令
和
６
年
に

は
再
び
約
８
万
円
に
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
11
月
28
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和

７
年
度
補
正
予
算
で
は
、
２
０
２
７
年
度
の
介
護
報
酬

改
定
を
前
倒
し
す
る
形
で
、
臨
時
の
介
護
報
酬
改
定
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
遇
改
善
（
賃
上
げ
）
に
と
ど

ま
ら
ず
、
基
本
報
酬
の
底
上
げ
や
、
訪
問
介
護
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
処
遇
改
善
が
十
分
に
図
ら
れ
れ
ば
、
介

護
福
祉
分
野
へ
の
人
材
回
帰
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

正
念
場
の

　
年
へ

法
人
の
価
値
を
高
め
る
人
財
育
成
や
情
報
共
有
の
効
率
化

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
備
え
、
各
園
・
施
設
（
事
業
所
）

に
お
い
て
は
、
採
用
情
報
の
整
理
や
職
場
環
境
の
見
せ

方
（
I
C
T
等
の
実
用
化
推
進
に
よ
る
生
産
性
向
上
の

取
り
組
み
）
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
、
現
場
に
と
っ
て

確
か
な
好
機
と
な
り
ま
す
。

　
成
光
苑
と
し
て
も
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
・
確
保
の
た
め
、
人
財
育
成
や

情
報
共
有
の
効
率
化
な
ど
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
う

え
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
３
０
年
・
２
０
４
０
年
問
題
を
見
据
え
た
今
後

の
５
年
、
10
年
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
正
念
場

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
成
光
苑
の
各
部
門
が

全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
改
め

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
の
職
場
が

働
く
人
に
輝
か
し
い
場
で
あ
る
こ
と
を

　
当
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
本
旨

に
則
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
確
保
と
い
う
中
心
的
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
既
存
制
度
の
対
象
外
と
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
す
な
わ
ち
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
、
共
生
社

会
の
中
核
を
担
う
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
10
年
後
も

地
域
住
民
か
ら
最
も
信
頼
さ
れ
る
社
会
資
源
と
な
る
べ

く
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
園
・
施
設
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
法
人
の
経
営
者
と
し
て
、
福
祉
の
職
場
が
す
べ
て
の

働
く
人
に
と
っ
て
輝
か
し
い
場
と
な
る
こ
と
を
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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Play（遊ぶ・楽しむ）
Life（生活する）
Up（上に向かう・高める）
Smile（笑顔）

●
●
●
●

P
L
U
S

● 児童発達支援
● 放課後等デイサービス
● 障がい児相談支援

「
コ
コ
リ
ス
」は

　生
活
介
護
に
特
化

高齢者・障がい部門

高齢者・障がい部門

ド ドキ キわ ！わく く
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地域貢献・交流地域貢献・交流

　岩戸ホーム（福知山市）では10月4日、鴨野町自治会創設50周年お
よび岩戸ホーム設立50周年を記念して、鴨野町自治会と共同で「あり
がとう50周年祭」を開催しました。
　会場には、鴨野町の有志の皆さまが手作りした竹灯籠が幻想的に
灯され、やさしい光で彩られました。雨模様となり、ステージイベントは
施設内の「すずらんホール」にて開催されましたが、地元を中心に活
動されている和太鼓グループ「三音」やバンド「ウッド・エッグス」（写
真）のパフォーマンス、演歌歌手・大林幸二さんによる昭和歌謡ショー
などが披露され、会場は大いに盛り上がりました。「ええ声やなー」と感
心する声も聞かれました。
　また、キッチンカーコーナーや、かがやき農園（京都エリア）で採れた
新鮮な野菜・果物の販売も行われました。福祉ネイル（＊1）やカラーセ
ラピー（＊2）の体験では、見た目の美しさだけでなく、心の元気も育むよ
うな、やさしいケアの

ひとときを楽しんで
いただけま

した。

　高槻けやきの郷では11月19日、「第20回秋まつり」が開催されま
した。会場にはフランクフルト、回転焼き、焼きそば、ポップコーンな
ど、定番の模擬店や飲食・物販ブースがずらりと並び、どのお店も
大盛況。完売が続出するほどの人気ぶりでした。
　今回は「大阪府立大冠高等学校」の生徒さん約50名が参加
し、ブラスバンドや和太鼓の演奏を披露してくれました（写真）。とく
に和太鼓部は全国大会にも出場する実力派で、地域イベントでも
数多くの演奏経験を持っています。「咲くやこの花」や「深紅の
恋」など、迫力あるリズムで会場を大いに盛り上げてくれました。演
奏を聴いた方からは「とても迫力があって感動しました！」との声も
あり、思わず涙ぐむ姿も見られました。

　ライフ・ステージ 舞夢（舞
鶴市）は11月15日、加佐地
域福祉センター・由良川学
園（＊）で、オープンデイ「秋
のわくわくデイ2025」を開催
しました。 当日は50名を超え
る地域住民が参加し、テー
マ「HATARAKU（働く）～
元気力発進！～」のもと、女

性スタッフの活躍や各事業所の取り組みが紹介され、元気と前向きな力を
届ける一日となりました。
　スタッフが制作したPR動画「働く女性の魅力発信」では、各事業所で働
く女性介護スタッフが、日々の業務に取り組む様子や、笑顔で利用者と接
する姿を紹介。「舞夢では、出産や子育てなどのライフイベントと両立しや
すい環境が整っており、自分らしい働き方ができること」や、「ご利用者との
信頼関係を通じて人間関係を築く力が養われたこと」など、女性ならでは
の繊細さと強さのバランスがしっかりとアピールされました。また、地域に根
ざした福祉用具貸与事業を展開する「株式会社イン・ザ・ルーム」さんの協
力により、AI搭載の介護機器の展示や車いすの試乗体験、普段使いの靴
や杖の販売なども行われ、多くの来場者の関心を集めていました。

　せっつ桜苑では10
月19日、今年で第13回
となる「2025せっつ桜
苑秋まつり」が開催さ
れました。
　模擬店の野菜販売
は、開始早々から人だ
かりができ、即完売とな
るほどの盛況ぶり。飲

食ブースでは、ベトナム料理のフォーが出店。焼きそば、焼き餃子、土手
焼き、フランクフルトなどの定番メニューと並び、異国の味も楽しめるラ
インナップで、地域の多様性を感じられる内容となりました。
　また、体力測定や福祉用具の相談、ハンドマッサージ、ネイルアートな
どのブースは、医療・福祉関連のサポートを行う「株式会社 三笑
堂」さんが企画。スタッフだけでは実現が難しい内容を支え
てくださいました。特設ステージでは、系列こども園の
園児たちによる鼓隊演奏が披露され、元気いっぱ
いの姿に会場からは大きな拍手が送られまし
た。午後は、松竹芸能から「海原はるか・かな
た」さん（写真）と「アルミカン」さんが登場し、
本格的な漫才と観客を巻き込んだやりとり
もあり、大いに盛り上がりました。

　認定こども園正雀愛育園では11月8日、地域子育て支援事業として「ファ
ミリー運動会」をホールで開催しました。今回は、0・1歳児の親子4組が参加
されました。
　当日は、箱車に乗って保護者に引っ張ってもらったり、音楽に合わせて体
を動かす体操、カラフルな玉を使った玉入れなど、さまざまな遊びを楽しみま
した。 トンネルくぐりやセンサリーマット（＊）の上を歩く遊びでは、初めての感
触や動きに驚いて泣いてしまう0歳児の姿も見られましたが、保護者のあた

たかい声かけや抱っこで
安心し、少しずつ笑顔を
見せてくれるようになりま
した。
　参加された保護者の
方からは、「家ではなかな
かできない遊びや、他の
子どもたちとの関わりも良
い刺激になりました」との
感想をいただき、子どもた
ちの成長を感じられるひ
とときとなりました。

　認定こども園千里
丘愛育園では10月30
日、5歳児クラス（52
名）と地域の民生委
員（6名）による「お楽
しみ会」を初めて開
催しました。これまでも
地域との交流を大切
にしてきたことから、民

生委員の方 と々の新たなつながりを深める機会として企画され
たものです。
　子どもたちはミュージックベルやハーモニカで演奏を披露し、
大きな拍手を受けました。その後は、民生委員の方に教わりなが
らバルーンアート（＊）で「ねずみ」を作り、飛ばして遊ぶなど楽し
い時間を過ごしました（写真）。
　民生委員の皆さんからは「元気をもらった」「一緒に遊べて楽
しかった」との声があり、子どもたちにとっても心に残る交流となり
ました。

　認定こども園きりん愛育園で11月17日、吹田市山
田地域の民生委員・児童委員と協力し、親子向けイ
ベント「絵本DEなかよし」が開催され、地域の親子16
組が参加しました。
　絵本を通じて親子のふれあいを深めること、地域
の子育て支援施設を知ってもらうことが目的です。
　当日は『あっぷっぷ』など5冊の読み聞かせが行わ
れ、大型絵本『だるまさんが』では、子どもたちが動き
をまねて楽しむ様子が見られました。保育スタッフから
は「絵本通信（＊1）」の配布や座布団読み（＊2）の紹
介もあり、保護者も熱心に耳を傾けていました。
　アンケートでは「新鮮だった」「同じ月齢の子と過ご
せてよかった」などの声が寄せられました。

　ココリス（障がい福
祉サービス）と認定こ
ども園一津屋愛育園
は11月22日、合同で

「秋まつり」を開催しま
した。 今回は、法人内
の障がい部門と保育
部門が協力して実施
した初の試みであり、
子どもたちと障がいの
ある方が自然にふれ
あう場をつくること、そ
してお互いの存在を
知り合い、共生社会へ
の理解を深めることを
目的としています。
　両施設は徒歩1分ほどの距離にあり、当日はココリスと一津屋愛育園の2
会場に分かれて開催されました。焼きそばやフランクフルトなどの飲食コー
ナー、輪投げやボールすくいなどの遊びコーナー、かがやき農園（「ききょう」
2025秋号掲載）による新鮮な野菜販売、そしてバザーコーナーなどが並び、
園児やご利用者のご家族、地域の皆さまなど、多くの方々が訪れ、にぎわいを
見せました。
　来場者からは、 「お腹いっぱい食べた！」 「新鮮な野菜に感動！」といった
嬉しい声が寄せられ、家族や友だちと笑顔で過ごす姿があちこちで見られま
した。

認定こども園正雀愛育園

（＊1）絵本通信『絵本とともだち』 愛育園が独自に制作した小
冊子で、人気の絵本を使った保育の様子や子どもたちの反応
を紹介（「ききょう」2016夏号掲載）

（＊2）座布団読み　親子が座布団に座り、子どもを膝にのせて
絵本を読み、スキンシップを深める（写真）

（＊1）福祉ネイル　高齢者などを対象にした、
心も元気になる優しいネイルケア

（＊2）カラーセラピー　色を使って心の状態を
見つめ、気持ちを整えるセラピー

（＊）加佐地域福祉センター・由良川学園　舞鶴市立の福祉施設で、地域の高
齢者を中心とした福祉支援の拠点 （＊）センサリーマット　子どもの五感を刺激するための感覚遊び用マット（写真）

（＊）バルーンアート　細長い風船を使って動物や花などの形を作る
遊び

秋まつりで地域とふれあい秋まつりで地域とふれあい
法人内連携の新たな一歩法人内連携の新たな一歩

ド ドキ キわ ！わく く
民生委員と5歳児が交流会

認定こども園きりん愛育園
せっつ桜苑

高槻けやきの郷

認定こども園千里丘愛育園

ココリス・認定こども園一津屋愛育園

「
絵
本
DE
な
か
よ
し
」
に
16
組
参
加

ページをめくれば、笑顔がポン！

ファミリー運動会に4組参加
はじめての体験にはじめての体験にねずみと一緒に、心もピョン！

岩戸ホーム・鴨野町自治会の節目を祝う
「ありがとう50周年祭」地域とともに鼓隊ドンドン！笑いドッカン！

地域とともに13回目の秋まつり

高校生の熱演に拍手喝采！
第20回秋まつり

祝いの音が
今も耳に残る
にぎわいの
記憶

ライフ・ステージ 舞夢

「HATARAKU」の魅力大集合！
見て見て 聞いて聞いて体験して！体験して！

秋のわくわくデイ2025
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総　　合 巻　頭　言

巻 頭 言

理
事
長

　高
岡 

國
士

「
働
い
て
、働
い
て
…
」の
意
気
込
み
で
政
権
を
担
う
、女
性
初
の
高
市
総
理
に
切
に
願
う

「
力
強
く
走
り
抜
く
」
と
さ
れ
る
〝
午
年
の
勢
い〟
に
な
ら
い
、介
護
分
野
へ
の
本
格
的
テ
コ
入
れ
を

※各面の（  ）内日付はいずれも2025年

　
社
会
福
祉
法
人
成
光

苑
で
は
、障
が
い
福
祉
施
設「
コ
コ
リ

ス
P
L
U
S（
プ
ラ
ス
）」（
大
阪
府

摂
津
市
）の
令
和
８（
２
０
２
６
）年

４
月
１
日
の
開
設
を
目
指
し
、着
実

に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
新
た
に
開
設
さ
れ
る「
コ
コ
リ
ス

P
L
U
S
」で
は
、「
コ
コ
リ
ス
」か

ら
児
童
発
達
支
援
、放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、障
が
い
児
相
談
支
援

の
３
事
業
を
独
立
さ
せ
、そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
高
め
ま
す
。定
員

も
こ
れ
ま
で
の
10
名
か
ら
20
名
へ

と
倍
増
し
、よ
り
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
ま

新
年

ご
挨

申

上
げ
ま
す

し

拶

の

を

　高齢者・障がい部門では11月17日、「令和7年度グ
ローバル人財サポート交流会」（会場：せっつ桜苑）を
開催しました。技能実習生や特定技能の外国人スタッ
フ14名、介護福祉士資格を持つ正規雇用スタッフ2名を含む、計31名が参加しました。
　当日は、外国人正規スタッフ2名による「先輩メッセージ」も披露されました。グループホーム
舞夢（舞鶴市）の原田麻里介護主任は、1986年にフィリピンから来日。言葉の壁に悩み、お子さ
んに日本語の絵本を読めなかった経験を振り返りました。地域の支えや、介護講座で出会った
上野由香子施設長（現上司）とのご縁が、介護の道を志すきっかけになったと語ります。
　現在は後輩スタッフの支援にも力を注ぐ原田主任。「日本語を学び続けること」「文化の違い
を理解すること」「仲間と助け合うこと」の大切さを伝え、「世界は一つ。文化は違っても、心はつ
ながっています」と力強く呼びかけ、会場は温かな拍手に包まれました。

　社会福祉法人成光苑では、「第20回研究発表会」を開催い
たします。今回は、成光苑を含む京都・大阪・鹿児島の計7法
人が参加し、高齢者・障がい福祉の現場における実践や研究
成果を発表します。
　各法人の取り組みを共有することで、支援の質の向上と地
域福祉の発展を目指します。節目とな
る第20回は、これまでの歩みを振り返
り、これからの福祉のあり方を考える
機会として、多くの皆さまのご参加を
お待ちしております。

岩戸ホーム

す
。
一
方
、「
コ
コ
リ
ス
」は
生
活
介

護
に
特
化
し
、こ
ち
ら
も
定
員
を

15
名
か
ら
20
名
に
拡
充
い
た
し
ま

す
。

　
成
光
苑
が
初
め
て
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
特
化
し
て
開
設
し
た

「
コ
コ
リ
ス
」（
平
成
28（
２
０
１
６
）

年
４
月
１
日
）は
、ま
も
な
く
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。こ
の
節
目
を
機

に
、地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
よ
り

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、「
コ
コ

リ
ス
」
と
新
設
の
「
コ
コ
リ
ス

P
L
U
S
」の
２
施
設
が
連
携
し
、

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
っ
た
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　岩戸ホームでは10月23日、鳥取県社会福祉施設経営者協議会の依頼
により、加盟する9施設から役職者14名が視察に訪れました。これは、他
地域の優良施設を見学し、経営力の向上や地域貢献のあり方を学ぶ取り
組みの一環です。
　当日は、達脇博人施設長が、高齢化の進行や地域福祉の課題、公共交
通の空白地対策など、安心して暮らせる地域づくりに向けた取り組みを紹
介しました。また、2024年度日本経営品質賞奨励賞を受賞した取り組み
については、原栄子事業部長が「連携がひらく未来」をテーマに、地域・
職員・利用者とのつながりを深めながら、「10年後も地域の人々にとって最

も頼りにされる社会資源を目
指す」という明確なビジョンの
もと、地域との連携を重視し
た経営についてプレゼンテー
ションを行いました。
　視察に参加された皆さまか
らは、「地域との連携がとても
参考になった」「自施設でも取
り入れたい工夫が多くあった」
といった前向きな声が寄せら
れました。

介護現場で輝く
　外国人スタッフの声

世界は一つ

鳥取県より福祉施設関係者14名視察
研究発表会 開催へ！

ココリスPLUSココリスPLUS
３事業３事業 を分離・独立を分離・独立

（プラス）（プラス）4月開設へ！4月開設へ！

京
都
・
大
阪
・
鹿
児
島
か
ら
７
法
人
参
加

第20回

■ 開催概要
令和8年2月18日（水）
10時～17時
吹田市文化会館 メイシアター

（吹田市泉町2丁目29番1号）
社会福祉法人 成光苑
福祉・医療関係者、地域住民、学生、
その他関心のある方
無料（途中入退場自由）

日　時
時　間
会　場

主　催
対　象

参加費

グローバル人財サポート交流会に31名参加

地域に根ざす福祉の未来像を共有

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
社
会
福

祉
法
人
成
光
苑
の
事
業
推
進
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

処
遇
改
善
が
十
分
進
め
ば

福
祉
分
野
へ
の
人
材
回
帰
も

　
本
年
は
午
年
に
あ
た
り
ま
す
。
馬
に
ま
つ
わ
る
言
葉

に
は
、「
勝
ち
馬
に
乗
る
」
や
「
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
く
」

な
ど
、
一
心
に
目
標
へ
向
か
っ
て
突
き
進
む
姿
を
表
す

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
言
葉
の
意
味

合
い
は
変
化
し
ま
す
が
、
馬
は
本
来
、「
走
り
抜
く
」「
力

強
い
」「
勝
利
を
目
指
す
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
イ
メ
ー

ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
昨
年
、
自
民
党
の
総
裁
選
で
、
高
市
氏
が
女
性
初
の

総
裁
に
選
ば
れ
た
直
後
の
挨
拶
で
、「
馬
車
馬
の
よ
う
に

働
く
」
と
表
現
し
、
続
け
て
、「
働
い
て
、
働
い
て…

」

が
２
０
２
５
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
（
年
間

大
賞
）
に
選
ば
れ
、
政
権
運
営
へ
の
意
気
込
み
を
力
強

く
示
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
政
局
と
し
て

も
難
し
い
舵
取
り
が
求
め
ら
れ
る
中
、
介
護
分
野
へ
の

本
格
的
な
テ
コ
入
れ
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
と
い
う
の
も
、
厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
20
年
時
点
で
全
産
業
平
均
と
介

護
職
員
の
賃
金
差
は
約
10
万
円
で
し
た
が
、
令
和
２
年

に
は
約
６
万
円
ま
で
縮
小
し
た
も
の
の
、
令
和
６
年
に

は
再
び
約
８
万
円
に
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
11
月
28
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
令
和

７
年
度
補
正
予
算
で
は
、
２
０
２
７
年
度
の
介
護
報
酬

改
定
を
前
倒
し
す
る
形
で
、
臨
時
の
介
護
報
酬
改
定
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
遇
改
善
（
賃
上
げ
）
に
と
ど

ま
ら
ず
、
基
本
報
酬
の
底
上
げ
や
、
訪
問
介
護
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
処
遇
改
善
が
十
分
に
図
ら
れ
れ
ば
、
介

護
福
祉
分
野
へ
の
人
材
回
帰
が
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

正
念
場
の

　
年
へ

法
人
の
価
値
を
高
め
る
人
財
育
成
や
情
報
共
有
の
効
率
化

　
こ
の
よ
う
な
動
き
に
備
え
、
各
園
・
施
設
（
事
業
所
）

に
お
い
て
は
、
採
用
情
報
の
整
理
や
職
場
環
境
の
見
せ

方
（
I
C
T
等
の
実
用
化
推
進
に
よ
る
生
産
性
向
上
の

取
り
組
み
）
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
、
現
場
に
と
っ
て

確
か
な
好
機
と
な
り
ま
す
。

　
成
光
苑
と
し
て
も
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
や
ス
タ
ッ
フ
の
定
着
・
確
保
の
た
め
、
人
財
育
成
や

情
報
共
有
の
効
率
化
な
ど
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む

こ
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
う

え
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
３
０
年
・
２
０
４
０
年
問
題
を
見
据
え
た
今
後

の
５
年
、
10
年
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
正
念
場

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
成
光
苑
の
各
部
門
が

全
力
を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
改
め

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
祉
の
職
場
が

働
く
人
に
輝
か
し
い
場
で
あ
る
こ
と
を

　
当
法
人
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
社
会
福
祉
法
人
の
本
旨

に
則
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
確
保
と
い
う
中
心
的
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
既
存
制
度
の
対
象
外
と
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
す
な
わ
ち
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
、
共
生
社

会
の
中
核
を
担
う
地
域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
10
年
後
も

地
域
住
民
か
ら
最
も
信
頼
さ
れ
る
社
会
資
源
と
な
る
べ

く
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
園
・
施
設
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
法
人
の
経
営
者
と
し
て
、
福
祉
の
職
場
が
す
べ
て
の

働
く
人
に
と
っ
て
輝
か
し
い
場
と
な
る
こ
と
を
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

10

Play（遊ぶ・楽しむ）
Life（生活する）
Up（上に向かう・高める）
Smile（笑顔）

●
●
●
●

P
L
U
S

● 児童発達支援
● 放課後等デイサービス
● 障がい児相談支援

「
コ
コ
リ
ス
」は

　生
活
介
護
に
特
化

高齢者・障がい部門

高齢者・障がい部門

ド ドキ キわ ！わく く

7 6

地域貢献・交流地域貢献・交流

　岩戸ホーム（福知山市）では10月4日、鴨野町自治会創設50周年お
よび岩戸ホーム設立50周年を記念して、鴨野町自治会と共同で「あり
がとう50周年祭」を開催しました。
　会場には、鴨野町の有志の皆さまが手作りした竹灯籠が幻想的に
灯され、やさしい光で彩られました。雨模様となり、ステージイベントは
施設内の「すずらんホール」にて開催されましたが、地元を中心に活
動されている和太鼓グループ「三音」やバンド「ウッド・エッグス」（写
真）のパフォーマンス、演歌歌手・大林幸二さんによる昭和歌謡ショー
などが披露され、会場は大いに盛り上がりました。「ええ声やなー」と感
心する声も聞かれました。
　また、キッチンカーコーナーや、かがやき農園（京都エリア）で採れた
新鮮な野菜・果物の販売も行われました。福祉ネイル（＊1）やカラーセ
ラピー（＊2）の体験では、見た目の美しさだけでなく、心の元気も育むよ
うな、やさしいケアの

ひとときを楽しんで
いただけま

した。

　高槻けやきの郷では11月19日、「第20回秋まつり」が開催されま
した。会場にはフランクフルト、回転焼き、焼きそば、ポップコーンな
ど、定番の模擬店や飲食・物販ブースがずらりと並び、どのお店も
大盛況。完売が続出するほどの人気ぶりでした。
　今回は「大阪府立大冠高等学校」の生徒さん約50名が参加
し、ブラスバンドや和太鼓の演奏を披露してくれました（写真）。とく
に和太鼓部は全国大会にも出場する実力派で、地域イベントでも
数多くの演奏経験を持っています。「咲くやこの花」や「深紅の
恋」など、迫力あるリズムで会場を大いに盛り上げてくれました。演
奏を聴いた方からは「とても迫力があって感動しました！」との声も
あり、思わず涙ぐむ姿も見られました。

　ライフ・ステージ 舞夢（舞
鶴市）は11月15日、加佐地
域福祉センター・由良川学
園（＊）で、オープンデイ「秋
のわくわくデイ2025」を開催
しました。 当日は50名を超え
る地域住民が参加し、テー
マ「HATARAKU（働く）～
元気力発進！～」のもと、女

性スタッフの活躍や各事業所の取り組みが紹介され、元気と前向きな力を
届ける一日となりました。
　スタッフが制作したPR動画「働く女性の魅力発信」では、各事業所で働
く女性介護スタッフが、日々の業務に取り組む様子や、笑顔で利用者と接
する姿を紹介。「舞夢では、出産や子育てなどのライフイベントと両立しや
すい環境が整っており、自分らしい働き方ができること」や、「ご利用者との
信頼関係を通じて人間関係を築く力が養われたこと」など、女性ならでは
の繊細さと強さのバランスがしっかりとアピールされました。また、地域に根
ざした福祉用具貸与事業を展開する「株式会社イン・ザ・ルーム」さんの協
力により、AI搭載の介護機器の展示や車いすの試乗体験、普段使いの靴
や杖の販売なども行われ、多くの来場者の関心を集めていました。

　せっつ桜苑では10
月19日、今年で第13回
となる「2025せっつ桜
苑秋まつり」が開催さ
れました。
　模擬店の野菜販売
は、開始早々から人だ
かりができ、即完売とな
るほどの盛況ぶり。飲

食ブースでは、ベトナム料理のフォーが出店。焼きそば、焼き餃子、土手
焼き、フランクフルトなどの定番メニューと並び、異国の味も楽しめるラ
インナップで、地域の多様性を感じられる内容となりました。
　また、体力測定や福祉用具の相談、ハンドマッサージ、ネイルアートな
どのブースは、医療・福祉関連のサポートを行う「株式会社 三笑
堂」さんが企画。スタッフだけでは実現が難しい内容を支え
てくださいました。特設ステージでは、系列こども園の
園児たちによる鼓隊演奏が披露され、元気いっぱ
いの姿に会場からは大きな拍手が送られまし
た。午後は、松竹芸能から「海原はるか・かな
た」さん（写真）と「アルミカン」さんが登場し、
本格的な漫才と観客を巻き込んだやりとり
もあり、大いに盛り上がりました。

　認定こども園正雀愛育園では11月8日、地域子育て支援事業として「ファ
ミリー運動会」をホールで開催しました。今回は、0・1歳児の親子4組が参加
されました。
　当日は、箱車に乗って保護者に引っ張ってもらったり、音楽に合わせて体
を動かす体操、カラフルな玉を使った玉入れなど、さまざまな遊びを楽しみま
した。 トンネルくぐりやセンサリーマット（＊）の上を歩く遊びでは、初めての感
触や動きに驚いて泣いてしまう0歳児の姿も見られましたが、保護者のあた

たかい声かけや抱っこで
安心し、少しずつ笑顔を
見せてくれるようになりま
した。
　参加された保護者の
方からは、「家ではなかな
かできない遊びや、他の
子どもたちとの関わりも良
い刺激になりました」との
感想をいただき、子どもた
ちの成長を感じられるひ
とときとなりました。

　認定こども園千里
丘愛育園では10月30
日、5歳児クラス（52
名）と地域の民生委
員（6名）による「お楽
しみ会」を初めて開
催しました。これまでも
地域との交流を大切
にしてきたことから、民

生委員の方 と々の新たなつながりを深める機会として企画され
たものです。
　子どもたちはミュージックベルやハーモニカで演奏を披露し、
大きな拍手を受けました。その後は、民生委員の方に教わりなが
らバルーンアート（＊）で「ねずみ」を作り、飛ばして遊ぶなど楽し
い時間を過ごしました（写真）。
　民生委員の皆さんからは「元気をもらった」「一緒に遊べて楽
しかった」との声があり、子どもたちにとっても心に残る交流となり
ました。

　認定こども園きりん愛育園で11月17日、吹田市山
田地域の民生委員・児童委員と協力し、親子向けイ
ベント「絵本DEなかよし」が開催され、地域の親子16
組が参加しました。
　絵本を通じて親子のふれあいを深めること、地域
の子育て支援施設を知ってもらうことが目的です。
　当日は『あっぷっぷ』など5冊の読み聞かせが行わ
れ、大型絵本『だるまさんが』では、子どもたちが動き
をまねて楽しむ様子が見られました。保育スタッフから
は「絵本通信（＊1）」の配布や座布団読み（＊2）の紹
介もあり、保護者も熱心に耳を傾けていました。
　アンケートでは「新鮮だった」「同じ月齢の子と過ご
せてよかった」などの声が寄せられました。

　ココリス（障がい福
祉サービス）と認定こ
ども園一津屋愛育園
は11月22日、合同で

「秋まつり」を開催しま
した。 今回は、法人内
の障がい部門と保育
部門が協力して実施
した初の試みであり、
子どもたちと障がいの
ある方が自然にふれ
あう場をつくること、そ
してお互いの存在を
知り合い、共生社会へ
の理解を深めることを
目的としています。
　両施設は徒歩1分ほどの距離にあり、当日はココリスと一津屋愛育園の2
会場に分かれて開催されました。焼きそばやフランクフルトなどの飲食コー
ナー、輪投げやボールすくいなどの遊びコーナー、かがやき農園（「ききょう」
2025秋号掲載）による新鮮な野菜販売、そしてバザーコーナーなどが並び、
園児やご利用者のご家族、地域の皆さまなど、多くの方々が訪れ、にぎわいを
見せました。
　来場者からは、 「お腹いっぱい食べた！」 「新鮮な野菜に感動！」といった
嬉しい声が寄せられ、家族や友だちと笑顔で過ごす姿があちこちで見られま
した。

認定こども園正雀愛育園

（＊1）絵本通信『絵本とともだち』 愛育園が独自に制作した小
冊子で、人気の絵本を使った保育の様子や子どもたちの反応
を紹介（「ききょう」2016夏号掲載）

（＊2）座布団読み　親子が座布団に座り、子どもを膝にのせて
絵本を読み、スキンシップを深める（写真）

（＊1）福祉ネイル　高齢者などを対象にした、
心も元気になる優しいネイルケア

（＊2）カラーセラピー　色を使って心の状態を
見つめ、気持ちを整えるセラピー

（＊）加佐地域福祉センター・由良川学園　舞鶴市立の福祉施設で、地域の高
齢者を中心とした福祉支援の拠点 （＊）センサリーマット　子どもの五感を刺激するための感覚遊び用マット（写真）

（＊）バルーンアート　細長い風船を使って動物や花などの形を作る
遊び

秋まつりで地域とふれあい秋まつりで地域とふれあい
法人内連携の新たな一歩法人内連携の新たな一歩

ド ドキ キわ ！わく く
民生委員と5歳児が交流会

認定こども園きりん愛育園
せっつ桜苑

高槻けやきの郷

認定こども園千里丘愛育園

ココリス・認定こども園一津屋愛育園

「
絵
本
DE
な
か
よ
し
」
に
16
組
参
加

ページをめくれば、笑顔がポン！

ファミリー運動会に4組参加
はじめての体験にはじめての体験にねずみと一緒に、心もピョン！

岩戸ホーム・鴨野町自治会の節目を祝う
「ありがとう50周年祭」地域とともに鼓隊ドンドン！笑いドッカン！

地域とともに13回目の秋まつり

高校生の熱演に拍手喝采！
第20回秋まつり

祝いの音が
今も耳に残る
にぎわいの
記憶

ライフ・ステージ 舞夢

「HATARAKU」の魅力大集合！
見て見て 聞いて聞いて体験して！体験して！

秋のわくわくデイ2025



　第15回オールジャパンケアコンテス
ト（10月4日、主催：社会福祉法人こう
ほうえん）が東京ビッグサイトで開催さ
れ、吹田竜ヶ池ホームのマイティ・ジュ
ウさん（ベトナム出身、2018年入社、
2022年に介護福祉士取得）が「外国
人介護職員分野」に出場しました。
　本大会には全国から147名の介護
従事者が参加。ジュウさんをはじめ、
中国、ベトナム、スリランカ、インドネシ
ア、フィリピンなど、過去最多となる30
名の外国籍の方々が出場しました。
　「とても緊張しましたが、他の選手
の演技を見て勉強になりました」と前
向きな感想が聞かれ、今後のさらなる
活躍が期待されます。

　公益社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 令和7年度 全国教職員
研修会が、11月1日に京都私学会館（京都市下京区）で開催されました。第
一分科会「介護福祉士養成校の魅力を考える～教職員と現場管理者によ
る対談～」では、せっつ桜苑の松田有里施設課長（写真右）が大阪人間科
学大学人間科学部社会福祉学科の武田卓也教授と対談し、介護現場の
責任者と養成校教員という立場から、養成校出身職員の活躍や在学中の
教育への期待について意見が交わされました。
　せっつ桜苑では、複数の養成校から年間50名以上の実習生を受け入れ
ており、実践力を備えた卒業生が現場リーダーとして活躍しています。事前
に行われた施設内の聞き取りでは、「在学中に先生に支えられて実習を乗り
越えられた」「養成校でしっかり学べたことで、現場での技術習得が早かっ

た」といった声も寄せられ、対談の中
で紹介されました。
 今回の機会を通じて、養成校と福祉
施設が連携し、次世代の介護福祉人
材を育てていくことの重要性が改めて
確認されました。

　岩戸ホームでは11月25日、福知山淑徳高等学校の2年生10名が介護体
験学習を行いました。
　オリエンテーションでは、入浴介助に関する動画を視聴し、専用の蛍光
ローション（薬剤）を使った「手洗いチェック」を体験しました。このローションは
汚れやウイルスに見立てたもので、目には見えませんがブラックライトに反応し
て光る性質があり、「見て納得できる」学びとしてとても効果的です。
　その後は、特別養護老人ホームで介護補助体験を行いました。入浴で
は、ご利用者と一緒に着替えの準備をしたり、入浴後の整髪をお手伝いされ
たほか、居室のシーツ交換や清掃にも取り組まれ、介護の仕事の内容やご
利用者の生活について理解を深められました。おやつの時
間には、ご利用者に積極的に声をかけながらコミュニケーショ
ンをとる姿が見られ、笑顔があふれていました。
　体験を終えた生徒からは、「初めての体験でしたが、今後
の進路にも役立てていきたい」といった声が聞かれました。

　サンヒルズ紫豊館では9月から11月にかけて、福知山市立上豊富小学校の4年生11名
を対象に、認知症サポーター養成講座（全4回）を実施しました。
　同校との交流は今年度で10年目を迎え、福知山市ではこの活動を「オレンジのまちづ
くり」と位置づけています。これは、高齢者福祉・障がい者福祉・児童福祉の3つの分野
を横断的に結びつけ、地域全体で支え合う社会の実現を目指す取り組みです。
　講座では、同校での寸劇を交えた座学や車椅子体験に加え、実際に施設を訪れてご

利用者とふれあう機会も設けられ、子どもたちは認知
症への理解を深めていきました。
　11月6日には、同市職員より「オレンジリング」が授与
され、子どもたちは達成感に包まれていました。アン
ケートでは、「困っている人がいたら助けたい」「もっと
認知症について勉強したい」など、頼もしく前向きな感
想が多数寄せられました。

　保育部門では11月29日、愛育会館（法人本部3F）で「障がい児研修」を開催し
ました。テーマは「インクルーシブ保育（＊）について考える ～より良い保育実践に
向けて～」。講師には、相愛大学人間発達学部子ども教育学科教授・直島正樹
氏をお迎えし（写真左）、保育スタッフ69名が参加しました。
　この研修のきっかけは、各園で実際に障がいのある子や発達に特性のある子
と関わる中で、「一人ひとり寄り添った保育について考えたい」「インクルーシブ保
育について知りたい」と保育スタッフが感じたことにあります。当日は8つのグループ
に分かれてグループワークも実施。講義で得た学びをもとに、日々 の保育で感じて
いることや実践している工夫を共有し合いました。
　参加者からは、「子どもが笑顔で安心できる環境を作っていきたい」「他園の工
夫を明日にでも取り入れたい」などの感想が寄せられ、子どもたちの個性や可能
性を見つめる視点が一層深まったことがうかがえました。

　くるみ愛育園では11月1
日、乳児クラス（0～2歳児・
42名）による運動参観を
行いました。これまでは園
近くのグラウンドで幼児ク
ラスと合同で実施していま
したが、乳児は集中力が
短く、移動や環境の変化
が負担になることを考慮
し、今年は園内で安心して楽しめる運動遊びを行いました。
　親子ふれあい遊びでは、保護者と手をつないで歩いたり、抱っこでく
るくる回ったりと、笑顔があふれました。また、絵本『11ぴきのねこ ふくろ
のなか』をテーマにした運動遊びでは、子どもたちが“ねこ”になりきって

「にゃおにゃお」と鳴きながら花畑を通ったりと、物語の世界を楽しみな
がらのびのびと体を動かしていました。
　子どもたちは「できた！」という達成感や、保護者と過ごす喜びを味
わい、保護者の方にとっても、成長を間近で感じられるひとときとなり
ました。
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研修・人材育成

（＊）インクルーシブ保育　どんな子も一緒に育ち合う保育のこと。障がいの有無に
かかわらず、みんなが安心して過ごせるように、一人ひとりを大切にする保育

　くるみ小規模保育園では11
月21日、さつまいもクッキングを
行いました。
　5月に園舎前のプランターと
小さな畑にサツマイモの苗を
植え、2歳児たちが毎日お水を
あげて大切に育ててきました。

暑い夏を乗り越え、いよいよみんなでサツマイモ掘りに挑戦！ なん
と、5.5kgものサツマイモが収穫でき、子どもたちは「いっぱいとれ
たー！」と大喜びでした。
　収穫したお芋は、まずはみんなでゴシゴシと洗い、お昼寝前に
炊飯器に入れてスイッチON。目が覚めると、ふわっと甘い香りが
広がり、「いいにおい～！」と目を輝かせました。
　その後、エプロンと給食帽を身につけ、密封袋にふかし芋・バ
ター・砂糖を入れて“もみも
み”。スイートポテト風のおや
つが完成しました。自分で育
てて、作ったおやつは格別の
味。「おいしい！」と、大満足の
様子でした。

研修・保育活動

保育部門
山中  颯人
認定こども園正雀愛育園
2025年度入社
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子どもたちの多様性に応える
インクルーシブ保育
子どもたちの多様性に応える
インクルーシブ保育

育ててつくって、いただきます！ くるみ小規模保育園

全国の舞台で
介護技術を披露

養成校と福祉現場の連携で育む次世代の介護人材
せっつ桜苑の松田有里さんが教職員と対談

未来の福祉を担う一歩
福知山淑徳高校生が介護の現場にふれる

認知症を学んだ子どもたちのまなざし
上豊富小4年生が認知症サポーターに

岩戸ホーム

サンヒルズ紫豊館
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ら
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吹田竜ヶ池ホームのジュウさん
（ベトナム出身）


